
第63期 中間報告書
2015年4月1日から2015年9月30日まで

Vol.40タカノ通信

©Snowman Enterprises Ltd. 2015 Licensed by Plazastyle Co., Ltd.

証券コード：7885

株主メモ

当社本社所在地の宮田村から北に50キロほどの場所にある長野県松本市には、国宝に登録さ

れている「松本城」があります。元々は戦国時代に造られた深志城が始まりで、現存する五

重六階の天守閣のなかでは日本最古のお城といわれています。1613年、城主の石川氏が城を追わ

れたのち、めまぐるしく城主が交代し廃藩置県で廃城の危機を迎えるも、貴重な建物を壊すべきで

はないと当時の地元の有力者によって買い戻され難を逃れました。

松本城は、戦国時代に鉄砲戦を想定した戦うために造られた天守でありながら、その姿は端正で

凛々しく、堂々たる佇まいに魅了されるファンは多く、外国人観光客も多く訪れます。冬になると

漆黒の天守閣と白い雪のコントラストが美しく、春にはおよそ300本の桜が城郭とお濠を取り囲ん

で咲き誇ります。天守内を観覧することもできますので、お近くにいらした際にはぜひ足を運んで

みてください。

NAGANO trend 29
400年の時を刻む漆黒の天守 国宝“松本城”

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日

定時株主総会および期末配当については
毎年3月31日
中間配当および株主優待については
毎年9月30日

株 主 名 簿 管 理 人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）

単 元 株 式 数 100株

公 告 方 法

電子公告により行います。ただし、電子公
告によることができない事故・その他やむ
を得ない事由が生じた場合は、日本経済新
聞に掲載して行います。

（公告掲載アドレス） http://www.takano-net.co.jp/ir/index.html

【株式に関するお手続きについて】
●特別口座に記録された株式

お手続き、ご照会等の内容 お問い合わせ先

●特別口座から一般口座への振替請求
●単元未満株式の買取請求
●氏名・住所等の変更
●特別口座の残高照会
●配当金の受領方法の指定（※）

特 別 口 座 の
口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）
［手続き書類のご請求方法］
○音声自動応答電話によるご請求
　0120-244-479（通話料無料）
○インターネットによるダウンロード
　http://www.tr.mufg.jp/daikou/

●郵送物等の発送と返戻に関するご照会 
●支払期間経過後の配当金に関するご照会
●株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株 主 名 簿
管 理 人

（※）特別口座に記録された株式をご所有の株主さまは配当金の受領方法として株式数比例配分方式はお選びいただけません。

●証券会社等の口座に記録された株式
お手続き、ご照会等の内容 お問い合わせ先

●郵送物等の発送と返戻に関するご照会
●支払期間経過後の配当金に関するご照会
●株式事務に関する一般的なお問い合わせ

株主名簿
管 理 人

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）

●上記以外のお手続き、ご照会等 口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。
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株主のみなさまへ
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To Our Shareholders

株主のみなさまには、平素から格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

当社の第63期第2四半期累計期間の業績ならびに通期の見通しについて、次のとおりご報告させていただきます。

第2四半期連結累計期間の概況

通期の見通し

代 表 取 締 役 社 長

通期の見通しにつきましては、中国

をはじめとするアジア新興国等の景

気下振れ懸念はあるものの、企業収

益の改善に牽引され、引き続き景気

は緩やかに回復していくものと思わ

れます。

こ の よ う な な か、 中 期 経 営 計 画

「Grow up 63」の最終年度である

当期において、当社グループは、計

画の達成に向けて、確実かつ迅速に

施策を実行し、成果に結び付けてま

いります。

なお、通期の業績予想につきまして

は、現時点で、本年5月8日に公表

いたしました予想と変更はなく、右

表のとおりとなっております。

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、

政府や日銀の経済・金融政策を背景に企業収益や雇

用・所得環境は改善が進んでおり、また、企業の設

備投資意欲も総じて持ち直しの動きがみられるなど

全体として緩やかな回復基調で推移しているもの

の、中国をはじめとするアジア新興国等の景気下振

れによる悪影響も懸念されるなど、引き続き、予断

を許さない環境が続いております。

このような環境のもとで、当社グループは中期経営

計画「Grow up 63」の達成に向け、計画の最終

年度にあたる当期は、計画の基本方針である「中期

的な事業の成長を確保するため、新しい分野に対す

る『攻め』を徹底して行う」を推進すべく、施策を

実行してまいりました。

その結果、主に検査計測機器事業の販売の拡大によ

り、当第2四半期連結累計期間の売上高は9,464

百万円で、前年同期比913百万円（10.7％）の増

収となりました。

利益面につきましては、資材価格の上昇、検査計測

装置販売価格の低下等の影響はあったものの、積極

的な合理化、販売拡大による粗利益額の増加等によ

り、営業利益146百万円（前年同期比137百万円、

1,433.2％の増益）、経常利益186百万円（前年同

期比85百万円、85.0％の増益）、親会社株主に帰

属する四半期純利益103百万円（前年同期比49

百万円、92.8％の増益）となりました。

通期業績の見通し
連　　結  単　　体 

売　上　高 21,300百万円
（前期比15.9%増）

18,360百万円
（前期比15.7%増）

経 常 利 益 1,100百万円 900百万円
親会社株主に帰属する当期純利益 760百万円 610百万円
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株主のみなさまへ To Our Shareholders

セグメント別の概況（第2四半期連結累計期間）

住生活関連機器
当セグメントにつきましては、生産性向上のための工程改革等に積極的に取り組む

とともに、中国製造委託体制および調達体制の拡充等グローバル化に対応した施策

を進めてまいりました。また、立位手術術者体位保持機器等、医療・診療空間で使

用される新製品の販売促進活動に取り組んでまいりました。

この結果、オフィス家具需要が底堅く推移したこと等により、売上高は3,737百万

円で前年同期比328百万円、9.6％の増収となりました。

利益面では、積極的なコストダウンに努めたものの、市場競争激化にともなう販売

単価の低下、資材価格の上昇等の影響等により、セグメント損失は46百万円（前年

同期はセグメント損失34百万円）と損失幅が拡大いたしました。

産業機器
当セグメントにつきましては、中国をはじめとするアジア地域での製造委託体制の

拡充、海外市場への積極的な営業活動および医療関連分野向け電磁アクチュエータ

の販売拡大に取り組んでまいりました。

この結果、売上高は1,055百万円で前年同期比38百万円、3.7％の増収となりまし

た。一方、利益面ではセグメント利益は86百万円で、前年同期比5百万円、5.7％

の減益となりました。

機械・工具
当セグメントにつきましては、機械等の販売促進活動に努めた結果、売上高は673

百万円で、前年同期比82百万円、13.9％の増収となりました。利益面では、販売

の拡大にともなう粗利益額の拡大により、セグメント利益は59百万円で、前年同期

比19百万円、49.5％の増益となりました。

検査計測機器
当セグメントにつきましては、中国市場向け液晶検査装置および高精細中小型液晶

検査装置ならびに燃料電池部材等の新用途市場向け検査装置の販売活動に注力する

とともに、製品の標準化の推進と生産体制の拡充に取り組んでまいりました。

この結果、当第2四半期連結累計期間は中国顧客向け検査装置の大口物件にかかる

売上高が計上でき、売上高は3,537百万円で前年同期比485百万円、15.9％の増収

となりました。また、利益面では販売の拡大にともなう粗利益額の増加等により、

セグメント利益は74百万円（前年同期はセグメント損失63百万円）と黒字転換を

はかることができました。

住生活関連機器第2四半期売上高推移
（単位：百万円）
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産業機器第2四半期売上高推移
（単位：百万円）
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機械・工具第2四半期売上高推移
（単位：百万円）
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エクステリア第2四半期売上高推移
（単位：百万円）
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検査計測機器第2四半期売上高推移
（単位：百万円）
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エクステリア
当セグメントにつきましては、オーニング等の業務用途の物件受注に向け、広報・

宣伝活動の拡充および工場隣接の展示場での販売促進活動、物件受注体制・販売施

工体制のさらなる拡充に取り組んでまいりました。

しかしながら、売上高は460百万円で前年同期比20百万円、4.3％の減収となり、

セグメント損失は22百万円（前年同期はセグメント損失21百万円）となりました。
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Close Up
「国際福祉機器展（H.C.R）」に出展
F&H部門 Close Up

「タカノが提案する快適空間　～りらっくハウス喫煙タイプ～」
エクステリア部門

本年10月7～9日の3日間、東京ビッグサイトにおいて「国際福祉機器展（H.C.R）」が開催されました。この展示会は

世界の福祉機器を一堂に集めた国際展示会であり、当社からは車いす生活を快適にするための車いす用クッション各種、

ベッドからの移乗時、簡単・安全に移乗することができる『移乗ボードのせかえくん』等を出展しました。タカノブー

スには多くのお客様が訪れ、商品に直接触れ、体験していただくことができました。来場されたお客様からは「採用を

検討したい」「安心して使える」等のありがたいご意見をいただくとともに、商品に対する厳しいご意見も頂戴しました。

今後もお客様のご意見を参考にし、安心かつ快適にご利用いただける商品の開発に努めてまいります。

当社エクステリア部門において、通年販売できる商品として「多目的ルーム：りらっくハウス」を開発、販売開始いた

しました。お客様のニーズに合わせて「テラス囲い、温室、洗濯物干しルーム、物置、子供部屋」等、多様に展開でき

る商品となっています。その中で「喫煙ルーム」としての用途は注目度が高く、デザイン、機能はもちろん、工場で組

み立ててからお届けするため、簡単に設置できるという点もご好評いただいております。一方で、今後の開発の課題と

なるご要望もいただいております。今後も、お客様の貴重なご意見を取り入れ、より多くのお客様に使用していただく

ため、積極的な商品展開を図ってまいります。

【お問い合わせ先】

タカノ株式会社　エクステリア工場

〒399-4117　長野県駒ケ根市赤穂14-353

TEL：0265-81-1575

URL：https://www.takano-net.co.jp/exterior/

Close Up TAKANOクローズアップ  タカノ
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連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （単位：百万円）

Consolidated Financial Statements四半期連結決算概要（要旨）

当第2四半期累計期間
（2015年4月1日から2015年9月30日まで）

前第2四半期累計期間
（2014年4月1日から2014年9月30日まで）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に
帰属する

四半期純利益

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に
帰属する

四半期純利益

税金等調整前
四半期純利益

特別損失

8,550

9,464

103

9

100

53

営業外収益
49

営業外費用
9

特別利益
0 0

146

186186

売上原価
販売費及び一般管理費

7,808
1,509

51
31
83

法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額

法人税等合計

当第2四半期末
（2015年9月30日現在）

前期末
（2015年3月31日現在）

当第2四半期末
（2015年9月30日現在）

前期末
（2015年3月31日現在）

資産合計
34,345

現金及び預金
10,058

有形固定資産
6,893

無形固定資産
307

投資その他の資産
5,483

現金及び預金
8,222

有形固定資産
7,091

無形固定資産
296

投資その他の資産
5,439

負債・純資産合計
34,345 負債・純資産合計

32,594
負債
7,693

純資産
26,652

 負債
6,043

純資産
26,550

資産合計
32,594

流動資産
21,660

固定資産
12,685

流動資産
19,767

固定資産
12,826

流動負債
6,771
固定負債
922

株主資本
26,080
その他の

包括利益累計額
571

流動負債
5,192
固定負債
851

株主資本
26,062
その他の

包括利益累計額
488

住生活関連機器
3,737 百万円
39.5%

産業機器
1,055百万円
11.1%

機械・工具
673 百万円
7.1%
エクステリア
460百万円
4.9%

検査計測機器
3,537百万円
37.4%

セグメント別売上高構成比

当第2四半期累計期間
（2015年4月1日から2015年9月30日まで）

連結キャッシュ・フロー計算書
営業活動の結果使用した資金は、前第2四半期比1,494百万円増加の548百万円となりまし
た。これは、仕入債務の減少額による収入が163百万円増加した一方、売上債権の減少額に
よる収入が759百万円減少したこと、たな卸資産の増減額による収入が879百万円減少した
こと等によるものです。
投資活動により支出した資金は、定期預金の預入と払戻に係る収支が708百万円の支出増と
なったこと、前年同四半期に発生した投資有価証券の売却による収入250百万円が当四半期
に発生しなかったこと等により、前第2四半期比953百万円増加の1,056百万円となりました。
財務活動により支出した資金は、長期借入金の返済による支出が増加したこと等により、前第
2四半期比5百万円増加の204百万円となりました。

Point
9,468

7,662

△548

現金及び現金同等物の
期首残高

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に
係る換算差額

現金及び現金同等物の
四半期末残高

営業活動による
キャッシュ・フロー

3

△1,056

△204

売上高（外部顧客への売上高） セグメント損益
前第2四半期 当第2四半期 増減率 前第2四半期 当第2四半期 増減率

住生活関連機器 3,409 3,737 9.6% △34 △46 －
検査計測機器 3,051 3,537 15.9% △63 74 －
産業機器 1,016 1,055 3.7% 91 86 △5.7%
エクステリア 481 460 △4.3% △21 △22 －
機械・工具 591 673 13.9% 40 59 49.5%
セグメント間取引消去 － － － △2 △5 －

合　計 8,550 9,464 10.7% 9 146 1,433.2%

連結損益計算書の概要 （単位：百万円）

連結貸借対照表の概要 （単位：百万円）

セグメント別概況 （単位：百万円）



9 10

Stock Information 株式の状況（2015年9月30日現在） Corporate Profile会社データ（2015年9月30日現在）

●株式・株主の総数
発行可能株式総数 50,000,000株
発行済株式総数 15,721,000株
株主数 7,198名

●大株主 

株主名 持株数 持株比率

コクヨ株式会社 2,151,500株 13.68％
堀井　朝運 1,487,400株 9.46％
日本発条株式会社 1,151,500株 7.32％
みずほ信託銀行株式会社 1,000,000株 6.36％
株式会社鷹山 955,700株 6.07％
タカノ株式会社 524,773株 3.33％
鷹野　準 443,600株 2.82％
鷹野　力 423,500株 2.69％
一般財団法人鷹野学術振興財団 330,000株 2.09％
株式会社八十二銀行 283,900株 1.80％

（注）みずほ信託銀行株式会社の所有株式数は、すべて日本発条株式会社の信託財産であります。

●所有者別株式の分布状況

●株価の推移

その他法人
5,308,900株（33.77％）

金融商品取引業者
18,980株（0.12％）

金融機関
2,170,400株（13.81％）

自己名義株式
524,773株（3.33％）

個人・その他
6,817,611株
（43.37％）

外国法人等
880,336株（5.60％）
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タカノ株式・売買高

日経平均株価

（円）

（株）

タカノ株価

2015年度の株主優待は、2015年9
月30日現在の株主のみなさまを対
象として、1,000株以上所有の株主
のみなさまへは下記の6点の商品の
なかから1点お選びいただき贈呈い
たします。なお、商品は12月中旬※ま
でに発送する予定です。
100株以上1,000株未満所有の株主
のみなさまへは、12月上旬に当社で
販売している「高嶺ルビーはちみつ
ラスクセット」をお送りいたします。
※  「旬の時期」にお送りするため「りんご」
「山いも」および「市田柿」は発送時期が前
後することがございます。

株主優待制度のご案内

A.ワイン・ウイスキーのセット B.信州りんご

C.高級なめ茸「志賀の郷」 D.信州の山いも

E.信州富士見高原ハム・ソーセージ F.市田柿

会社概要

グループ会社

役　員

ホームページのご紹介

タカノでは、株主・投資家のみなさまへの
タイムリーな情報提供および双方向の情報
交換を目的に、ホームページに会社情報を
掲載しております。ぜひご覧ください。

http://www.takano-net.co.jp

代表取締役社長 鷹 　 野 　 　 　 準
専 務 取 締 役 鷹 　 野 　 　 　 力
常 務 取 締 役 小 田 切 　 　 　 章
常 務 取 締 役 大 　 原 　 明 　 夫
取 締 役 久 留 島 　 　 　 馨
取 締 役 臼 　 井 　 俊 　 行
取 締 役 玉 木 昭 男
取 締 役

（ 社 外 取 締 役 ）
黒 　 田 　 章 　 裕

取 締 役
（ 社 外 取 締 役 ）

嘉 戸 廣 之
常 勤 監 査 役 戸 　 枝 　 茂 　 夫
監 査 役

（ 社 外 監 査 役 ）
長 谷 川 　 洋 　 二

監 査 役
（ 社 外 監 査 役 ）

小 澤 輝 彦

商 号 タカノ株式会社
本社所在地 長野県上伊那郡宮田村137
創 業 1941年7月1日
設 立 1953年7月18日
資 本 金 20億1,590万円
事 業 内 容 事務用椅子、その他椅子等の

オフィス家具、ばね、エクス
テリア製品、エレクトロニク
ス関連製品、医療・健康福祉
機器の製造ならびに販売

従 業 員 数 442名
上場取引所 東京証券取引所市場第一部

●株式会社ニッコー
住 所 長野県上伊那郡宮田村
事 業 内 容 工具・器具機械等の仕入販売
資 本 金 90百万円

●タカノ機械株式会社　
住 所 長野県上伊那郡宮田村
事 業 内 容 省力化機械の製造販売
資 本 金 50百万円

●台湾鷹野股份有限公司
住 所 中華民国台中市
事 業 内 容 検査装置の保守サービス
資 本 金 20百万新台湾元

●上海鷹野商貿有限公司
住 所 中華人民共和国上海市
事 業 内 容 オフィス椅子等の仕入販売
資 本 金 50万米ドル

●香港鷹野国際有限公司
住 所 中華人民共和国香港特別行政区
事 業 内 容 エレクトロニクス製品および製

品にかかる部品等の仕入・販売
（輸出入）

資 本 金 1百万香港ドル

※上記グループ会社はすべて出資比率100%の子会社です。

※ホームページリニューアルしました。

New


